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IL-6、IL-10、IL-18 を測定した。組織サンプルを採取し HE 染色を行い、またアポトーシスの指
標として TUNEL染色、酸化ストレスの指標としてニトロチロシン染色を行い、更に組織のネクロ
ーシス及び高度変性病変面積比率を測定した。また、組織サンプルより ATP contentを測定した。 




時点で ATP content の有意な増加を認めた。また、エダラボン群では心停止群と比較し再灌流 1
時間後の時点でニトロチロシン染色の染色範囲が狭く、酸化ストレスの軽減が示唆された。 
【結論】エダラボンを使用することにより心停止ドナー肝グラフトの機能の改善と、移植後のレ
シピエント生存率の改善を認めた。その機序としては、エダラボン使用による温阻血再灌流障害
（書式１２） 
の酸化ストレス軽減効果、組織の ATP content改善効果、肝類洞構造の保護効果、アポトーシス
の抑制効果が関与していることが示唆された。エダラボンの使用は臨床の心停止下肝移植におい
ても有用な治療法になり得ると考えられた。 
 

